
一
、
本
会
議
の
審
議
概
要

○
昭
和
六
十
二
年
七
月
六
日
　
月
曜
日

　
開
会
　
午
前
十
時
四
分

　
日
程
第
　
一
　
議
席
の
指
定

　
　
議
長
は
、
議
員
の
議
席
を
指
定
し
た
。

　
議
員
江
島
淳
君
逝
去
に
つ
き
哀
悼
の
件

　
　
右
の
件
は
、
議
長
か
ら
す
で
に
弔
詞
を
さ
さ
げ
た
旨
報
告
し
、
そ
の
弔
詞
を
朗
読
し
た
。
次
い
で
、
中

　
　
野
明
君
が
哀
悼
の
辞
を
述
べ
た
。

　
特
別
委
員
会
設
置
の
件

　
　
右
の
件
は
、
議
長
発
議
に
よ
り
、
科
学
技
術
振
興
に
関
す
る
諸
問
題
を
調
査
し
そ
の
対
策
樹
立
に
資
す

　
　
る
た
め
委
員
二
十
名
か
ら
成
る
科
学
技
術
特
別
委
員
会
、
公
害
及
び
環
境
保
全
に
関
す
る
諸
問
題
を
調

　
　
査
し
そ
の
対
策
樹
立
に
資
す
る
た
め
委
員
二
十
名
か
ら
成
る
環
境
特
別
委
員
会
、
災
害
に
関
す
る
諸
問

　
　
題
を
調
査
し
そ
の
対
策
樹
立
に
資
す
る
た
め
委
員
二
十
名
か
ら
成
る
災
害
対
策
特
別
委
員
会
、
選
挙
制

　
　
度
に
関
す
る
調
査
の
た
め
委
員
二
十
五
名
か
ら
成
る
選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会
、
沖
縄
及
び
北

　
　
方
問
題
に
関
す
る
対
策
樹
立
に
資
す
る
た
め
委
員
二
十
名
か
ら
成
る
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特

　
　
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
全
会
一
致
を
も
つ
て
決
し
、
議
長
は
、
特
別
委
員
を
指
名
し
た
。

備

考

七
・
六
　
開
会
式

　
（
衆
議
院
）

七
・
六
　
国
務
大
臣
の
演
説



休
憩
　
午
前
十
時
十
五
分

再
開
　
午
後
五
時
一
分

日
程
第
　
二
　
会
期
の
件

　
右
の
件
は
、
六
十
五
日
間
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

日
程
第
　
三
　
国
務
大
臣
の
演
説
に
関
す
る
件

　
中
曽
根
内
閣
総
理
大
臣
は
所
信
に
関
し
、
宮
澤
大
蔵
大
臣
は
財
政
に
関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
演
説
を
し
た
。

　
国
務
大
臣
の
演
説
に
対
す
る
質
疑
は
、
延
期
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

日
程
第
　
四
　
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
昭
和
五
十
九
年
度
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

　
　
　
　
　
　
算
、
昭
和
五
十
九
年
度
国
税
収
納
金
整
理
資
金
受
払
計
算
書
、
昭
和
五
十
九
年
度
政
府
関

　
　
　
　
　
　
係
機
関
決
算
書

日
程
第
　
五
　
昭
和
五
十
九
年
度
国
有
財
産
増
減
及
び
現
在
額
総
計
算
書

日
程
第
　
六
　
昭
和
五
十
九
年
度
国
有
財
産
無
償
貸
付
状
況
総
計
算
書

　
右
の
三
件
は
、
決
算
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
た
後
、
日
程
第
四
は

　
ま
ず
委
員
長
報
告
の
と
お
り
是
認
す
る
こ
と
に
決
し
、
次
い
で
全
会
一
致
を
も
つ
て
委
員
長
報
告
の
と

　
お
り
内
閣
に
対
し
警
告
す
る
こ
と
に
決
し
、
日
程
第
五
及
び
第
六
は
委
員
長
報
告
の
と
お
り
異
議
が
な

　
い
と
決
し
た
。

常
任
委
員
長
辞
任
の
件

　
右
の
件
は
、
次
の
各
常
任
委
員
長
の
辞
任
を
許
可
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
委
員
長
　
　
岩
本
　
政
光
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
行
政
委
員
長
　
　
　
松
浦
　
　
　
功
君



　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
委
員
長
　
　
太
田
　
淳
夫
君

　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
委
員
長
　
　
宮
澤
　
　
弘
君

　
　
　
　
　
　
　
　
大
蔵
委
員
長
　
　
井
上
　
　
裕
君

　
　
　
　
　
　
　
　
文
教
委
員
長
　
　
仲
川
　
幸
男
君

　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
労
働
委
員
長
　
　
　
佐
々
木
　
　
満
君

　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
委
員
長
　
　
　
高
木
　
　
正
明
君

　
　
　
　
　
　
　
　
商
工
委
員
長
　
　
前
田
　
勲
男
君

　
　
　
　
　
　
　
　
運
輸
委
員
長
　
　
中
野
　
　
明
君

　
　
　
　
　
　
　
　
逓
信
委
員
長
　
　
高
杉
　
廸
忠
君

　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
委
員
長
　
　
鈴
木
　
和
美
君

　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
委
員
長
　
　
桧
垣
　
徳
太
郎
君

　
　
　
　
　
　
　
　
決
算
委
員
長
　
　
菅
野
　
久
光
君

常
任
委
員
長
の
選
挙

　
右
の
選
挙
は
、
動
議
に
よ
り
そ
の
手
続
を
省
略
し
て
議
長
の
指
名
に
よ
る
こ
と
に
決
し
、
議
長
は
、
次

　
の
と
お
り
各
常
任
委
員
長
を
指
名
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
委
員
長
　
　
名
尾
　
良
孝
君

　
　
　
　
　
　
　
　
地
方
行
政
委
員
長
　
　
　
谷
川　

　
寛
三
君

　
　
　
　
　
　
　
　
法
務
委
員
長
　
　
三
木
　
忠
雄
君

　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
委
員
長
　
　
森
山
　
眞
弓
君

　
　
　
　
　
　
　
　
大
蔵
委
員
長
　
　
村
上
　
正
邦
君



　
　
　
　
　
　
　
文
教
委
員
長
　
　
田
沢
　
智
治
君

　
　
　
　
　
　
　
社
会
労
働
委
員
長
　
　
　
関
口
　
　
恵
造
君

　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
委
員
長
　
　
　
岡
部
　
　
三
郎
君

　
　
　
　
　
　
　
商
工
委
員
長
　
　
大
木
　
　
浩
君

　
　
　
　
　
　
　
運
輸
委
員
長
　
　
田
代
富
士
男
君

　
　
　
　
　
　
　
逓
信
委
員
長
　
　
上
野
　
雄
文
君

　
　
　
　
　
　
　
建
設
委
員
長
　
　
村
沢
　
　
牧
君

　
　
　
　
　
　
　
予
算
委
員
長
　
　
原
　
文
兵
衛
君

　
　
　
　
　
　
　
決
算
委
員
長
　
　
穐
山
　
　
篤
君

散
会
　
午
後
五
時
五
十
七
分

○
昭
和
六
十
二
年
七
月
九
日
　
木
曜
日

　
開
会
　
午
前
十
時
一
分

　
日
程
第
　
一
　
国
務
大
臣
の
演
説
に
関
す
る
件
（
第
二
日
）

　
　
青
木
薪
次
君
、
伊
江
朝
雄
君
は
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
を
し
た
。

　
　
残
余
の
質
疑
は
、
延
期
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

　
散
会
　
午
後
零
時
三
十
四
分

　
（
衆
議
院
）

七
・
八
、
九

国
務
大
臣
の
演
説
に
対
す
る

質
疑



○
昭
和
六
十
二
年
七
月
十
日
　
　
金
曜
日

　
開
会
　
午
前
十
時
一
分

　
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
裁
判
員
及
び
裁
判
官
訴
追
委
員
予
備
員
辞
任
の
件

　
　
右
の
件
は
、
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
裁
判
員
飯
田
忠
雄
君
、
裁
判
官
訴
追
委
員
予
備
員
抜
山
映
子
君
の
辞

　
　
任
を
許
可
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

　
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
裁
判
員
等
各
種
委
員
の
選
挙

　
　
右
の
選
挙
は
、
動
議
に
よ
り
、
そ
の
手
続
を
省
略
し
て
議
長
の
指
名
に
よ
る
こ
と
及
び
裁
判
官
訴
追
委

　
　
員
予
備
員
の
職
務
を
行
う
順
序
は
議
長
に
一
任
す
る
こ
と
に
決
し
、
議
長
は
、
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
裁

　
　
判
員
に
峯
山
昭
範
君
、
裁
判
官
訴
追
委
員
予
備
員
に
鈴
木
和
美
君
、
検
察
官
適
格
審
査
会
委
員
に
桧
垣

　
　
徳
太
郎
君
、
同
予
備
委
員
に
竹
山
裕
君
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
委
員
に
小
川
仁
一
君
、

　
　
鶴
岡
洋
君
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
委
員
に
前
田
勲
男
君
を
指
名
し
た
。
ま
た
、
裁
判
官
訴
追
委

　
　
員
予
備
員
の
職
務
を
行
う
順
序
は
、
鈴
木
和
美
君
を
第
三
順
位
と
し
、
第
三
順
位
の
及
川
順
郎
君
を
第

　
　
四
順
位
に
、
第
四
順
位
の
諫
山
博
君
を
第
五
順
位
と
し
た
。

　
日
程
第
　
一
　
国
務
大
臣
の
演
説
に
関
す
る
件
（
第
三
日
）

　
　
和
田
教
美
君
、
佐
藤
昭
夫
君
は
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
を
し
た
。

　
休
憩
　
午
前
十
一
時
五
十
一
分

　
再
開
　
午
後
一
時
二
分

　
　
休
憩
前
に
引
続
き
、
栗
林
卓
司
君
、
稲
村
稔
夫
君
は
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
を
し
た
。

　
　
議
長
は
、
質
疑
が
終
了
し
た
こ
と
を
告
げ
た
。

　
（
衆
議
院
議
決
）

七
・
一
七
　
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計

　
　
　
　
　
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
昭
和
六
十
二
年
度
特
別
会
計

　
　
　
　
　
補
正
予
算
（
特
第
１
号
）

　
　
　
　
　
昭
和
六
十
二
年
度
政
府
関
係

　
　
　
　
　
機
関
補
正
予
算
（
機
第
１
号
）



散
会
　
午
後
二
時
二
十
五
分

○
昭
和
六
十
二
年
七
月
二
十
四
日
　
金
曜
日

　
開
会
　
午
後
三
時
十
二
分

　
議
長
は
、
新
た
に
当
選
し
た
議
員
二
木
秀
夫
君
を
議
院
に
紹
介
し
た
後
、
同
君
を
運
輸
委
員
に
指
名
し
た
。

　
国
家
公
務
員
等
の
任
命
に
関
す
る
件

　
　
右
の
件
は
、
国
家
公
安
委
員
会
委
員
に
石
井
成
一
君
、
社
会
保
険
審
査
会
委
員
に
大
谷
藤
郎
君
、
労
働

　
　
保
険
審
査
会
委
員
に
倉
橋
義
定
君
を
任
命
す
る
こ
と
に
全
会
一
致
を
も
つ
て
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
、

　
　
公
安
審
査
委
員
会
委
員
に
中
川
順
君
、
航
空
事
故
調
査
委
員
会
委
員
に
薄
木
正
明
君
を
任
命
す
る
こ
と

　
　
に
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

　
日
程
第
　
一
　
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
日
程
第
　
二
　
昭
和
六
十
二
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
（
特
第
１
号
）

　
日
程
第
　
三
　
昭
和
六
十
二
年
度
政
府
関
係
機
関
補
正
予
算
（
機
第
１
号
）

　
　
右
の
三
案
は
、
予
算
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
て
、
討
論
の
後
、
可

　
　
決
さ
れ
た
。

　
散
会
　
午
後
四
時
十
六
分

○
昭
和
六
十
二
年
七
月
二
十
九
日
　
水
曜
日



開
会
　
午
前
十
時
一
分

日
程
第
　
一
　
国
務
大
臣
の
報
告
に
関
す
る
件
（
昭
和
六
十
年
度
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
）

　
右
の
件
は
、
宮
澤
大
蔵
大
臣
か
ら
報
告
が
あ
つ
た
後
、
田
渕
勲
二
君
、
峯
山
昭
範
君
が
そ
れ
ぞ
れ
質
疑

　
を
し
た
。

散
会
　
午
前
十
一
時
四
分

○
昭
和
六
十
二
年
八
月
二
十
一
日

金
曜
日

開
会
　
午
前
十
時
一
分

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
案
及
び
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
実
施
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
（
趣
旨
説
明
）

　
右
は
、
日
程
に
追
加
し
、
宮
澤
大
蔵
大
臣
か
ら
趣
旨
説
明
が
あ
つ
た
後
、
及
川
一
夫
君
、
猪
熊
重
二
君

　
が
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
を
し
た
。

日
本
航
空
株
式
会
社
法
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
案
（
趣
旨
説
明
）

　
右
は
、
日
程
に
追
加
し
、
橋
本
運
輸
大
臣
か
ら
趣
旨
説
明
が
あ
つ
た
後
、
梶
原
敬
義
君
が
質
疑
を
し
た
。

日
程
第
　
一
　
水
俣
病
の
認
定
業
務
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
議

　
　
　
　
　
　
院
提
出
）

右
の
議
案
は
、
環
境
特
別
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
た
後
、
可
決
さ

れ
た
。

（
衆
議
院
議
決
）

八
・
二
〇
　
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の

　
　
　
　
　
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に

　
　
　
　
　
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促

　
　
　
　
　
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案

　
　
　
　
　
（
閣
法
第
一
号
）

　
　
　
　
　
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の

　
　
　
　
　
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に

　
　
　
　
　
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促

　
　
　
　
　
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

　
　
　
　
　
実
施
の
た
め
の
関
係
法
律
の

　
　
　
　
　
整
備
に
関
す
る
法
律
案
（
閣

　
　
　
　
　
法
第
二
号
）

　
　
　
　
　
日
本
航
空
株
式
会
社
法
を
廃

　
　
　
　
　
止
す
る
等
の
法
律
案
（
第
百

　
　
　
　
　
八
回
国
会
閣
法
第
五
九
号
）

　
　
　
　
　
学
校
教
育
法
及
び
私
立
学
校

　
　
　
　
　
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

　
　
　
　
　
案
（
第
百
八
回
国
会
閣
法
第

　
　
　
　
　
四
〇
号
）
　
（
修
正
）



日
程
第
　
二
　
電
気
工
事
士
法
及
び
電
気
工
事
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　
　
　
　
法
律
案
（
衆
議
院
提
出
）

　
右
の
議
案
は
、
商
工
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
た
後
、
全
会
一
致
を

　
も
つ
て
可
決
さ
れ
た
。

散
会
　
午
前
十
一
時
五
十
三
分

○
昭
和
六
十
二
年
八
月
二
十
六
日
　
水
曜
日

開
会
　
午
前
十
時
一
分

日
程
第
　
一
　
国
際
緊
急
援
助
隊
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
内
閣
提
出
、
第
百
九
回
国

　
　
　
　
　
　
会
衆
議
院
送
付
）

　
右
の
議
案
は
、
外
務
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
た
後
、
全
会
一
致
を

　
も
つ
て
可
決
さ
れ
た
。

日
程
第
　
二
　
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送

　
　
　
　
　
　
付
）

　
右
の
議
案
は
、
建
設
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
た
後
、
全
会
一
致
を

　
も
つ
て
可
決
さ
れ
た
。

国
民
生
活
に
関
す
る
調
査
の
中
間
報
告

　
右
の
件
は
、
中
間
報
告
を
聴
取
す
る
こ
と
に
決
し
、
国
民
生
活
に
関
す
る
調
査
会
長
か
ら
報
告
が
あ
つ

　
た
。

　
（
衆
議
院
議
決
）

八
・
二
七
　
公
害
健
康
被
害
補
償
法
の
一

　
　
　
　
　
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第

　
　
　
　
　
百
八
回
国
会
閣
法
第
三
六
号
）

　
　
　
　
　
（
修
正
）

　
　
　
　
　
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管

　
　
　
　
　
理
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

　
　
　
　
　
律
案
（
閣
法
第
八
号
）

　
　
　
　
　
地
方
交
付
税
法
の
一
部
を
改

　
　
　
　
　
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
六

　
　
　
　
　
号
）



散
会
　
午
前
十
時
十
九
分

○
昭
和
六
十
二
年
八
月
二
十
八
日
　
金
曜
日

　
開
会
　
午
前
十
時
一
分

　
国
家
公
務
員
等
の
任
命
に
関
す
る
件

　
　
右
の
件
は
、
公
正
取
引
委
員
会
委
員
長
に
梅
澤
節
男
君
、
同
委
員
に
宇
賀
道
郎
君
、
日
本
銀
行
政
策
委

　
　
員
会
委
員
に
武
田
誠
三
君
、
電
波
監
理
審
議
会
委
員
に
浅
見
喜
作
君
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
こ

　
　
と
に
決
し
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
委
員
に
三
藤
邦
彦
君
、
電
波
監
理
審
議
会
委
員
に
岡
村
総
吾

　
　
君
を
任
命
す
る
こ
と
に
全
会
一
致
を
も
つ
て
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

　
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
趣
旨
説
明
）

　
　
右
は
、
日
程
に
追
加
し
、
田
村
通
商
産
業
大
臣
か
ら
趣
旨
説
明
が
あ
つ
た
後
、
菅
野
久
光
君
、
広
中
和

　
　
歌
子
君
、
市
川
正
一
君
、
関
嘉
彦
君
が
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
を
し
た
。

　
日
程
第
　
一
　
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
政

　
　
　
　
　
　
　
府
と
カ
ナ
ダ
政
府
と
の
間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
第
百
八
回
国

　
　
　
　
　
　
　
会
内
閣
提
出
、
第
百
九
回
国
会
衆
議
院
送
付
）

　
日
程
第
　
二
　
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

　
　
　
　
　
　
　
（
衆
議
院
送
付
）

　
　
右
の
両
件
は
、
外
務
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
た
後
、
承
認
す
る
こ

　
　
と
に
決
し
た
。

　
（
衆
議
院
議
決
）

八
・
二
八
　
防
衛
庁
設
置
法
及
び
自
衛
隊

　
　
　
　
　
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

　
　
　
　
　
案
（
第
百
八
回
国
会
閣
法
第

　
　
　
　
　
三
〇
号
）

　
　
　
　
　
防
衛
庁
職
員
給
与
法
の
一
部

　
　
　
　
　
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百

　
　
　
　
　
八
回
国
会
閣
法
第
三
一
号
）

　
　
　
　
　
（
修
正
）



日
程
第
　
三
　
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進

　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

日
程
第
　
四
　
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進

　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
実
施
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
（
内
閣
提

　
　
　
　
　
　
出
、
衆
議
院
送
付
）

　
右
の
両
案
は
、
大
蔵
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
た
後
、
可
決
さ
れ
た
。

日
程
第
　
五
　
大
豆
な
た
ね
交
付
金
暫
定
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
内
閣
提

　
　
　
　
　
　
出
、
第
百
九
回
国
会
衆
議
院
送
付
）

　
右
の
議
案
は
、
農
林
水
産
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
た
後
、
可
決
さ

　
れ
た
。

散
会
　
午
後
零
時
五
分

○
昭
和
六
十
二
年
八
月
三
十
一
日
　
月
曜
日

　
開
会
　
午
前
十
時
一
分

　
日
程
第
　
一
　
公
害
健
康
被
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
趣
旨
説
明
）

　
　
右
は
、
稲
村
国
務
大
臣
か
ら
趣
旨
説
明
が
あ
つ
た
後
、
丸
谷
金
保
君
、
高
桑
栄
松
君
、
沓
脱
タ
ケ
子
君

　
　
が
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
を
し
た
。

　
日
程
第
　
二
　
防
衛
庁
設
置
法
及
び
自
衛
隊
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
防
衛
庁
職
員
給
与
法
の

　
　
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
趣
旨
説
明
）



　
右
は
、
栗
原
国
務
大
臣
か
ら
趣
旨
説
明
が
あ
つ
た
後
、
久
保
田
真
苗
君
、
峯
山
昭
範
君
が
そ
れ
ぞ
れ
質

　
疑
を
し
た
。

散
会
　
午
後
零
時
十
九
分

○
昭
和
六
十
二
年
九
月
四
日
　
金
曜
日

　
開
会
　
午
前
十
時
一
分

　
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
趣
旨
説
明
）

　
　
右
は
、
日
程
に
追
加
し
、
宮
澤
大
蔵
大
臣
、
葉
梨
自
治
大
臣
か
ら
順
次
趣
旨
説
明
が
あ
つ
た
後
、
赤
桐

　
　
操
君
、
渡
辺
四
郎
君
、
片
上
公
人
君
、
近
藤
忠
孝
君
、
山
田
勇
君
が
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
を
し
た
。

　
日
程
第
一
は
、
後
に
回
す
こ
と
に
決
し
た
。

　
日
程
第
　
二
　
学
校
教
育
法
及
び
私
立
学
校
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
内
閣
提
出
、

　
　
　
　
　
　
　
第
百
九
回
国
会
衆
議
院
送
付
）

　
　
右
の
議
案
は
、
文
教
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
て
、
討
論
の
後
、
可

　
　
決
さ
れ
た
。

　
日
程
第
　
一
　
下
級
裁
判
所
の
設
立
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百

　
　
　
　
　
　
　
八
回
国
会
内
閣
提
出
、
第
百
九
回
国
会
衆
議
院
送
付
）

　
　
右
の
議
案
は
、
法
務
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
た
後
、
可
決
さ
れ
た
。

　
日
程
第
　
三
　
日
本
航
空
株
式
会
社
法
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
内
閣
提
出
、
第
百
九

　
　
　
　
　
　
　
回
国
会
衆
議
院
送
付
）

　
（
衆
議
院
議
決
）

九
・
三
　
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　
　
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
閣
法
第

　
　
　
　
五
七
号
）
（
修
正
）

　
　
　
　
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　
　
法
律
案
（
閣
法
第
四
号
）
（
修
正
）

　
　
　
　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

　
　
　
　
律
案
（
閣
法
第
五
号
）
（
修
正
）

九
・
四
　
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
の
一
部

　
　
　
　
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
七

　
　
　
　
号
）
（
修
正
）

　
　
　
　
国
立
病
院
等
の
再
編
成
に
伴
う
特

　
　
　
　
別
措
置
に
関
す
る
法
律
案
（
第
百

　
　
　
　
七
回
国
会
閣
法
第
一
　
一
号
）
（
修
正
）



　
右
の
議
案
は
、
運
輸
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
た
後
、
可
決
さ
れ
た
。

日
程
第
　
四
　
食
糧
管
理
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
内
閣
提
出
、
第
百
九
回
国
会

　
　
　
　
　
　
衆
議
院
送
付
）

　
右
の
議
案
は
、
農
林
水
産
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
た
後
、
可
決
さ

　
れ
た
。

日
程
第
　
五
　
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送

　
　
　
　
　
　
付
）

　
右
の
議
案
は
、
商
工
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
た
後
、
可
決
さ
れ
た
。

散
会
　
午
後
一
時
三
分

○
昭
和
六
十
二
年
九
月
七
日
　
月
曜
日

　
開
会
　
午
前
十
時
一
分

　
元
内
閣
総
理
大
臣
岸
信
介
君
逝
去
に
つ
き
哀
悼
の
件

　
　
右
の
件
は
、
議
長
発
議
に
よ
り
院
議
を
も
つ
て
弔
詞
を
さ
さ
げ
る
こ
と
に
決
し
、
議
長
は
、
弔
詞
を
朗

　
　
読
し
た
。

　
日
程
第
　
一
　
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
趣
旨
説
明
）

　
　
右
は
、
平
井
労
働
大
臣
か
ら
趣
旨
説
明
が
あ
つ
た
後
、
糸
久
八
重
子
君
、
中
西
珠
子
君
、
内
藤
功
君
、

　
　
抜
山
映
子
君
が
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
を
し
た
。

　
日
程
第
　
二
　
国
立
病
院
等
の
再
編
成
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
案
（
趣
旨
説
明
）



　
右
は
、
斎
藤
厚
生
大
臣
か
ら
趣
旨
説
明
が
あ
つ
た
後
、
稲
村
稔
夫
君
が
質
疑
を
し
た
。

散
会
　
午
前
十
一
時
五
十
八
分

○
昭
和
六
十
二
年
九
月
十
八
日
　
金
曜
日

　
開
会
　
午
後
七
時
四
十
三
分

　
日
中
国
交
正
常
化
十
五
周
年
に
当
た
り
、
日
中
友
好
関
係
の
一
層
の
増
進
に
関
す
る
決
議
案
（
嶋
崎
均
君

　
外
十
七
名
発
議
）
（
委
員
会
審
査
省
略
要
求
事
件
）

　
　
右
の
議
案
は
、
発
議
者
要
求
の
と
お
り
委
員
会
審
査
を
省
略
し
、
日
程
に
追
加
し
て
議
題
と
す
る
こ
と

　
　
に
決
し
、
嶋
崎
均
君
か
ら
趣
旨
説
明
が
あ
つ
た
後
、
可
決
さ
れ
た
。

　
　
中
曽
根
内
閣
総
理
大
臣
は
、
右
の
決
議
に
つ
い
て
所
信
を
述
べ
た
。

　
日
程
第
　
一
　
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
内
閣
提
出
、
第
百
九
回
国
会
衆
議

　
　
　
　
　
　
　
院
送
付
）

　
外
国
人
登
録
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
内
閣
提
出
、
第
百
九
回
国
会
衆
議
院
送
付
）

　
　
右
の
両
案
（
第
二
の
議
案
は
日
程
に
追
加
）
は
、
法
務
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の

　
　
報
告
が
あ
つ
た
後
、
日
程
第
一
は
全
会
一
致
を
も
つ
て
可
決
、
日
程
追
加
の
第
二
の
議
案
は
可
決
さ
れ

　
　
た
。

　
日
程
第
　
二
　
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
が
建
設
主
体
と
さ
れ
て
い
る
新
幹
線
鉄
道
の
建
設
に
関
す
る
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
日
本
鉄
道
建
設
公
団
へ
の
引
継
ぎ
に
関
す
る
法
律
案
（
衆
議
院
提
出
）

　
　
右
の
議
案
は
、
運
輸
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
た
後
、
可
決
さ
れ
た
。

九
・
　
八
　
衆
議
院
会
期
延
長
議
決
（
一
一

　
　
　
　
　
日
間
）

　
（
衆
議
院
議
決
）

九
・
一
〇
　
精
神
衛
生
法
等
の
一
部
を
改

　
　
　
　
　
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
回

　
　
　
　
　
国
会
閣
法
第
六
四
号
）
（
修
正
）



日
程
第
　
三
　
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
内
閣
提
出
、
第
百
九
回
国
会

　
　
　
　
　
　
衆
議
院
送
付
）

国
立
病
院
等
の
再
編
成
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
案
（
第
百
七
回
国
会
内
閣
提
出
、
第
百
九
回
国

会
衆
議
院
送
付
）

精
神
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
内
閣
提
出
、
第
百
九
回
国
会
衆
議
院
送
付
）

　
右
の
三
案
（
第
二
及
び
第
三
の
議
案
は
日
程
に
追
加
）
は
、
社
会
労
働
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経

　
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
て
、
日
程
追
加
の
第
二
の
議
案
に
対
す
る
討
論
の
後
、
日
程
第
三
は
委
員

　
長
報
告
の
と
お
り
修
正
議
決
、
日
程
追
加
の
第
二
及
び
第
三
の
議
案
は
可
決
さ
れ
た
。

流
通
食
品
へ
の
毒
物
の
混
入
等
の
防
止
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
（
衆
議
院
提
出
）

　
右
の
議
案
は
、
日
程
に
追
加
し
、
農
林
水
産
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ

　
つ
た
後
、
可
決
さ
れ
た
。

台
湾
住
民
で
あ
る
戦
没
者
の
遺
族
等
に
対
す
る
弔
慰
金
等
に
関
す
る
法
律
案
（
衆
議
院
提
出
）

　
右
の
議
案
は
、
日
程
に
追
加
し
、
内
閣
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
た

　
後
、
全
会
一
致
を
も
つ
て
可
決
さ
れ
た
。

公
害
健
康
被
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
内
閣
提
出
、
第
百
九
回
国
会
衆
議

院
送
付
）

　
右
の
議
案
は
、
日
程
に
追
加
し
、
環
境
特
別
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ

　
つ
て
、
討
論
の
後
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
修
正
議
決
さ
れ
た
。

日
程
第
四
乃
至
第
七
の
請
願

小
規
模
障
害
者
作
業
所
等
の
助
成
に
関
す
る
請
願
外
九
十
五
件
の
請
願



　
右
の
請
願
は
、
商
工
委
員
長
外
五
委
員
長
の
報
告
を
省
略
し
、
全
会
一
致
を
も
つ
て
各
委
員
会
決
定
の

　
と
お
り
採
択
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

休
憩
　
午
後
八
時
四
十
六
分

再
開
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
。

○
昭
和
六
十
二
年
九
月
十
九
日
　
土
曜
日

　
開
会
　
午
後
零
時
三
分

　
日
程
第
　
一
　
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

　
　
右
の
議
案
は
、
大
蔵
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ
つ
て
、
討
論
の
後
、
可

　
　
決
さ
れ
た
。

　
地
方
交
付
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

　
　
右
の
両
案
は
、
日
程
に
追
加
し
、
地
方
行
政
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ

　
　
つ
た
後
、
可
決
さ
れ
た
。

　
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

　
　
右
の
議
案
は
、
日
程
に
追
加
し
、
社
会
労
働
委
員
長
か
ら
委
員
会
審
査
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
が
あ

　
　
つ
た
後
、
可
決
さ
れ
た
。

　
地
方
財
政
充
実
に
関
す
る
請
願
外
五
十
六
件
の
請
願

　
　
右
の
請
願
は
、
日
程
に
追
加
し
、
地
方
行
政
委
員
長
の
報
告
を
省
略
し
、
全
会
一
致
を
も
つ
て
委
員
会

　
（
衆
議
院
議
決
）

九
・
一
八
　
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す

　
　
　
　
　
る
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
閣

　
　
　
　
　
法
第
五
七
号
）
（
参
議
院
回
付
案

　
　
　
　
　
に
同
意
）

　
　
　
　
　
公
害
健
康
被
害
補
償
法
の
一
部

　
　
　
　
　
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八

　
　
　
　
　
回
国
会
閣
法
第
三
六
号
）
（
参
議

　
　
　
　
　
院
回
付
案
に
同
意
）



　
決
定
の
と
お
り
採
択
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

委
員
会
及
び
調
査
会
の
審
査
及
び
調
査
を
閉
会
中
も
継
続
す
る
の
件

　
右
の
件
は
、
次
の
案
件
に
つ
い
て
委
員
会
及
び
調
査
会
の
審
査
及
び
調
査
を
閉
会
中
も
継
続
す
る
こ
と

　
に
決
し
た
。

　
内
閣
委
員
会

　
　
一
、
防
衛
庁
設
置
法
及
び
自
衛
隊
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
閣
法
第
三
〇
号
）

　
　
一
、
防
衛
庁
職
員
給
与
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
第
百
八
回
国
会
閣
法
第
三
一
号
）

　
　
一
、
国
家
行
政
組
織
及
び
国
家
公
務
員
制
度
等
に
関
す
る
調
査

　
　
一
、
国
の
防
衛
に
関
す
る
調
査

　
地
方
行
政
委
員
会

　
　
一
、
地
方
行
政
の
改
革
に
関
す
る
調
査

　
法
務
委
員
会

　
　
一
、
検
察
及
び
裁
判
の
運
営
等
に
関
す
る
調
査

　
外
務
委
員
会

　
　
一
、
国
際
開
発
協
力
基
本
法
案
（
第
百
八
回
国
会
参
第
三
号
）

　
　
一
、
国
際
情
勢
等
に
関
す
る
調
査

　
大
蔵
委
員
会

　
　
一
、
抵
当
証
券
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
九
号
）

　
　
一
、
租
税
及
び
金
融
等
に
関
す
る
調
査

　
文
教
委
員
会



　
一
、
学
校
教
育
法
及
び
教
育
職
員
免
許
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
参
第
一
号
）

　
一
、
女
子
教
職
員
の
出
産
に
際
し
て
の
補
助
教
職
員
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

　
　
　
律
案
（
参
第
二
号
）

　
一
、
教
育
、
文
化
及
び
学
術
に
関
す
る
調
査

社
会
労
働
委
員
会

　
一
、
育
児
休
業
法
案
（
参
第
三
号
）

　
一
、
社
会
保
障
制
度
等
に
関
す
る
調
査

　
一
、
労
働
問
題
に
関
す
る
調
査

農
林
水
産
委
員
会

　
一
、
農
林
水
産
政
策
に
関
す
る
調
査

商
工
委
員
会

　
一
、
産
業
貿
易
及
び
経
済
計
画
等
に
関
す
る
調
査

運
輸
委
員
会

　
一
、
運
輸
事
情
等
に
関
す
る
調
査

逓
信
委
員
会

　
一
、
郵
政
事
業
及
び
電
気
通
信
事
業
の
運
営
並
び
に
電
波
に
関
す
る
調
査

建
設
委
員
会

　
一
、
建
設
事
業
及
び
建
設
諸
計
画
等
に
関
す
る
調
査

予
算
委
員
会

　
一
、
予
算
の
執
行
状
況
に
関
す
る
調
査



決
算
委
員
会

　
一
、
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
昭
和
六
十
年
度
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
昭
和

　
　
　
六
十
年
度
国
税
収
納
金
整
理
資
金
受
払
計
算
書
、
昭
和
六
十
年
度
政
府
関
係
機
関
決
算
書

　
一
、
昭
和
六
十
年
度
国
有
財
産
増
減
及
び
現
在
額
総
計
算
書

　
一
、
昭
和
六
十
年
度
国
有
財
産
無
償
貸
付
状
況
総
計
算
書

　
一
、
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
国
庫
債
務
負
担
行
為
総
調
書
（
そ
の
１
）

　
一
、
国
家
財
政
の
経
理
及
び
国
有
財
産
の
管
理
に
関
す
る
調
査

議
院
運
営
委
員
会

　
一
、
議
院
及
び
国
立
国
会
図
書
館
の
運
営
に
関
す
る
件

科
学
技
術
特
別
委
員
会

　
一
、
宇
宙
開
発
基
本
法
案
（
第
百
八
回
国
会
参
第
二
号
）

　
一
、
科
学
技
術
振
興
対
策
樹
立
に
関
す
る
調
査

環
境
特
別
委
員
会

　
一
、
公
害
及
び
環
境
保
全
対
策
樹
立
に
関
す
る
調
査

災
害
対
策
特
別
委
員
会

　
一
、
災
害
対
策
樹
立
に
関
す
る
調
査

選
挙
制
度
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
一
、
選
挙
制
度
に
関
す
る
調
査

沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
一
、
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
し
て
の
対
策
樹
立
に
関
す
る
調
査



　
外
交
・
総
合
安
全
保
障
に
関
す
る
調
査
会

　
　
一
、
外
交
・
総
合
安
全
保
障
に
関
す
る
調
査

　
国
民
生
活
に
関
す
る
調
査
会

　
　
一
、
国
民
生
活
に
関
す
る
調
査

　
産
業
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
調
査
会

　
　
一
、
産
業
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
調
査

議
長
は
、
今
国
会
の
議
事
を
終
了
す
る
に
当
た
り
挨
拶
を
し
た
。

散
会
　
午
後
一
時
八
分




